
＜１世帯当たりの１か月平均の消費支出＞

     総世帯は， ２５９，５３０ 円
 前年同期比 名目 ０．６％の増加 実質 ０．７％の増加

     二人以上の世帯は， ２９６，６６０ 円
 前年同期比 名目 ０．５％の増加 実質 ０．６％の増加

     単身世帯は， １６４，８９１ 円
 前年同期比 名目 １．６％の増加 実質 １．７％の増加

消費支出 推移

平成19年４～６月期平均の結果
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消費支出の推移

平成16年 17年 18年 19年
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  （注）Ⅰは１～３月期，Ⅱは４～６月期，Ⅲは７～９月期，Ⅳは10～12月期を表す。

図１ 消費支出の対前年同期実質増減率の推移
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Ⅰ. 総世帯 （「二人以上の世帯」と「単身世帯」を合わせた世帯）

１ 消費支出とその内訳

対前年同期増減率(%)

名 目 実 質

259,530 0.6 0.7 0.7 ２期連続の実質増加

食 料 59,589 1.0 0.8 0.18 <増 加>飲料,外食など ２期連続の実質増加

住 居 18,500 -3.7 -3.6 -0.27 <減 少>家賃地代 ５期連続の実質減少

光 熱 ・ 水 道 17,742 -2.8 -3.0 -0.21 <減 少>電気代,他の光熱など ４期連続の実質減少

家具・家事用品 7,977 4.9 6.5 0.19 <増 加>家庭用耐久財,室内装備･装飾品など ３期ぶりの実質増加

被 服 及 び 履 物 11,826 2.4 1.8 0.08 <増 加>洋服,シャツ･セーター類など ２期連続の実質増加

保 健 医 療 10,874 1.8 0.7 0.03 <増 加>保健医療用品･器具,保健医療サービスなど ３期連続の実質増加

交 通 ・ 通 信 32,505 -1.8 -1.4 -0.18 <減 少>自動車等関係費 ２期ぶりの実質減少

教 育 11,101 9.1 8.2 0.33

教 養 娯 楽 28,952 3.5 5.2 0.56 <増 加>教養娯楽用耐久財,教養娯楽サービスなど ３期連続の実質増加

その他の消費支出 60,465 0.1 － － <増 加>諸雑費,交際費 ２期連続の増加

(注)1.  「摘要｣欄は，消費支出の実質増減率への寄与度の大きい項目を掲載した。ただし，｢その他の消費支出｣については名目増減率の大きい項目を掲載した。

    2.  「教育」については，詳細な収支項目別の集計を行っていない。

消 費 支 出

図２ 10大費目の対前年同期実質増減率（平成19年４～６月期－総世帯）

表1 消費支出の内訳（平成19年４～６月期－総世帯）

項  目
金 額

実質増減
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平成16年 17年 18年 19年

２ 勤労者世帯の収支
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２期ぶりの増加。なお，勤労所得税は9.1％の減少，個人住
民税は12.4％の増加。
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  （注）Ⅰは１～３月期，Ⅱは４～６月期，Ⅲは７～９月期，Ⅳは10～12月期を表す。
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図３ 消費支出（季節調整済実質指数）の推移（総世帯）
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表２ 収支の内訳（平成19年４～６月期－総世帯のうち勤労者世帯）

名 目 実 質

3.6

金 額

282,725 

41,985 

消 費 支 出

90,700 

う ち 女 性 41,423 

7,320 

配 偶 者 の 収 入

他 の 世 帯 員 収 入
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図４ 実収入の対前年同期実質増減率の推移（総世帯のうち勤労者世帯）
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Ⅱ. 二人以上の世帯
１ 消費支出とその内訳

対前年同期増減率(%)

名 目 実 質

296,660 0.5 0.6 0.6 ２期連続の実質増加

食 料 67,846 0.6 0.4 0.09 <増 加>飲料,酒類など ２期連続の実質増加

住 居 17,925 -1.6 -1.5 -0.09 <減 少>家賃地代 ５期連続の実質減少

光 熱 ・ 水 道 20,946 -2.4 -2.6 -0.19 <減 少>電気代,他の光熱など ４期連続の実質減少

家具・家事用品 9,268 3.8 5.4 0.16 <増 加> 家庭用耐久財,室内装備･装飾品など ６期ぶりの実質増加

被 服 及 び 履 物 13,448 2.3 1.7 0.07 <増 加> 洋服,シャツ･セーター類など ２期連続の実質増加

保 健 医 療 13,109 4.5 3.4 0.14 <増 加> 保健医療サービス,保健医療用品･器具など ３期連続の実質増加

交 通 ・ 通 信 36,844 -3.6 -3.2 -0.42 <減 少>自動車等関係費,交通 ３期ぶりの実質減少

教 育 15,417 9.0 8.1 0.39 <増 加>授業料等 ３期ぶりの実質増加

教 養 娯 楽 31,428 2.1 3.8 0.39 <増 加> 教養娯楽用耐久財,教養娯楽サービスなど ３期連続の実質増加

その他の消費支出 70,430 0.1 － － <増 加>諸雑費,交際費 11期ぶりの増加

(注)「摘要｣欄は，消費支出の実質増減率への寄与度の大きい項目を掲載した。ただし，｢その他の消費支出｣については名目増減率の大きい項目を掲載した。

消 費 支 出

図５ 10大費目の対前年同期実質増減率（平成19年４～６月期－二人以上の世帯）

表３ 消費支出の内訳（平成19年４～６月期－二人以上の世帯）
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平成16年 17年 18年 19年
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  （注）Ⅰは１～３月期，Ⅱは４～６月期，Ⅲは７～９月期，Ⅳは10～12月期を表す。
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表４ 収支の内訳（平成19年４～６月期－二人以上の世帯のうち勤労者世帯）
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  （注）Ⅰは１～３月期，Ⅱは４～６月期，Ⅲは７～９月期，Ⅳは10～12月期を表す。
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Ⅲ. 単身世帯
 消費支出とその内訳

対前年同期増減率(%)

名 目 実 質

164,891 1.6 1.7 1.7 ２期連続の実質増加

食 料 38,544 3.1 2.9 0.67 <増 加> 外食,調理食品など ２期連続の実質増加

住 居 19,966 -8.4 -8.3 -1.12 <減 少> 家賃地代 ３期ぶりの実質減少

光 熱 ・ 水 道 9,578 -4.4 -4.6 -0.28 <減 少> 電気代,ガス代など ２期連続の実質減少

家具・家事用品 4,686 11.6 13.3 0.34 <増 加> 寝具類,家事雑貨など ２期連続の実質増加

被 服 及 び 履 物 7,693 3.2 2.6 0.12 <増 加> 被服関連サービス,下着類など ２期連続の実質増加

保 健 医 療 5,175 -12.0 -13.0 -0.47 <減 少> 保健医療サービス,保健医療用品･器具 ３期ぶりの実質減少

交 通 ・ 通 信 21,445 7.7 8.1 1.00 <増 加> 自動車等関係費,交通 ６期ぶりの実質増加

教 育 99 － － －    

教 養 娯 楽 22,642 9.1 10.9 1.39 <増 加> 教養娯楽用耐久財,教養娯楽サービスなど ２期連続の実質増加

その他の消費支出 35,063 0.5 － － <増 加> 仕送り金,交際費など ２期連続の増加

(注)1.  「摘要｣欄は，消費支出の実質増減率への寄与度の大きい項目を掲載した。ただし，｢その他の消費支出｣については名目増減率の大きい項目を掲載した。

    2.  「教育｣については，詳細な収支項目別の集計を行っていない。また，消費支出全体に占める割合が小さいことから，増減率については掲載していない。

図８ 主要費目の対前年同期実質増減率（平成19年４～６月期－単身世帯）
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1.3

Ⅳ

  (注) Ⅰは１～３月期，Ⅱは４～６月期，Ⅲは７～９月期，Ⅳは10～12月期を表す。
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図９ 消費支出（季節調整済実質指数）の推移（単身世帯）

Ⅲ Ⅳ Ⅰ ⅡⅡ Ⅲ Ⅳ

90

100

110

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ
19年18年

(期)
17年

(平成17年＝100)

16年15年平成14年

- 7 -




